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「新型コロナウイルス」が
 与える企業経営への影響は
「新型コロナウイルス」が
 与える企業経営への影響は
予約取り消しなど、行動自粛で消費が減退
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令和元年度 
第５回常議員会ならびに
通常議員総会を開催
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通常議員総会を開催

特 集 1

第5期中期事業計画、令和2年度事業計画・
収支予算等を承認

第5期中期事業計画・
令和2（2020）年度事業計画・収支予算

新型コロナウイルス緊急実態調査

22

15商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18商工会議所カレンダー
19うつのみや歴史・民俗散歩
23インフォメーション

8商工会議所かわら版

16

○新型コロナウイルス感染症支援ガイドブック
○新型コロナウイルス資金繰り相談会／労務相談会
○検定試験日程表
○健康診断・日帰り人間ドック
○3級簿記講座

○新車導入をお考えの経営者の皆さまへ
　（㈱CAREVO）
○夏季商品、レンタルできます！
　（㈱日建リース工業㈱埼玉支店）
○署名・捺印に必要なアイテムがALL IN ONE
　（㈱鈴印）
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3
月
25
日
（
水
）、
令
和
元
年
度
第
５
回
常

議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
市
内
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
と
し
て
、
会
議
時
間
短
縮
な
ど
の
措
置

に
よ
り
開
催
し
、
第
５
期
中
期
事
業
計
画
や
令

和
２
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
の
各
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
５
期
中
期
事
業
計
画
の
概
要
と

令
和
２
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
第
５
期
中
期
事
業
計
画

　

第
５
期
中
期
事
業
計
画
は
、
地
域
商
工
業
の

振
興
発
展
と
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
唯
一の
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、

社
会
経
済
環
境
の
変
化
と
課
題
を
的
確
に
捉

え
、
地
域
企
業
の
発
展
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
定
め
、
計

画
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
す
る
た
め
に
策
定
し
て

い
ま
す
。
中
期
事
業
計
画
の
詳
細
は
、
令
和
2  

年
度
の
事
業
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
概

要
に
絞
って
掲
載
し
ま
す
。

《
計
画
策
定
の
背
景
》

　

人
口
減
少
に
よ
り
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
労
働
生
産
性
向
上
が
よ
り 

一

層
求
め
ら
れ
る
一
方
、
国
内
経
済
は
国
内
需
要

の
縮
小
に
よ
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す

ま
す
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
域
の

中
小
企
業
者
等
は
的
確
か
つ
迅
速
に
経
営
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

や
と
ち
ぎ
国
体
２
０
２
２
の
開
催
等
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
観
光
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
な
か
、
２
０
２
２
年
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業

や
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の
開
発
等
で
都
市
機
能

が
充
実
し
、
駅
東
側
エ
リ
ア
の
活
性
化
が
よ
り 

一

層
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
大
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が

開
通
す
る
こ
と
で
、
大
谷
地
区
や
中
心
市
街
地
へ

の
観
光
客
の
交
通
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
中
心
市
街
地
で
は
、

飲
食
店
を
除
く
商
業
機
能
が
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
今
後
、
再
開
発
の
進
展
等
に
よ
っ
て
街

の
様
子
が
大
き
く
変
貌
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
測
を
踏
ま
え
て
、
第
５
期
中
期

事
業
計
画
は
、
次
の
通
り
策
定
し
ま
し
た
。

《
ビ
ジ
ョ
ン
》

●
地
域
経
済
の
先
導
者
と
し
て
の
自
覚
と
行
動

●
選
ば
れ
続
け
る
団
体
と
し
て
さ
ら
な
る
変
革

●
運
営
か
ら
経
営
へ
の
発
想
転
換

《
活
動
指
針
》

●
現
場
主
義
・
双
方
向
性
の
徹
底

●
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
の
活
用

●
情
報
発
信
力
の
強
化

《
施
策
の
柱
お
よ
び
重
点
施
策
》

※
こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
達
成
す
る
た
め
の
事

業
を
「
重
点
事
業
」
と
位
置
付
け
ま
す
。

◎
令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
事
業
計
画

　
（
中
略
）
県
内
経
済
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
問
題
、
深
刻
な
人
手
不
足
問
題
、
事
業

承
継
問
題
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
問
題
な
ど
、

事
業
者
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
、
持

続
可
能
な
経
営
に
必
要
と
さ
れ
る
生
産
性
の
向

上
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
頻

発
す
る
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
中
小
企
業
経
営
に
与
え
る
影
響
は
、

今
後
の
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
って
い
る
。
ま
た
、

将
来
に
向
け
て
は
、Society5.0

と
いっ
た
未
来

社
会
に
必
須
と
な
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
技
術
・
情
報
に
関
す
る
企
業
の
対
応
も
、

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
で

は
前
年
度
に
引
き
続
き
、「
企
業
活
力
の
強
化
」、

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、「
政
策
提
言
・
組
織
・

財
政
基
盤
の
強
化
」
を
主
要
事
業
に
据
え
、
７

つ
の
新
規
事
業
と
５
つ
の
拡
充
事
業
を
含
む
99
の

事
業
を
通
し
て
、
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
宇
都

宮
管
内
事
業
者
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

 

※
本
誌
で
は
重
点
事
業
の
み
掲
載
。
新
規
事
業

は
緑
色
、
拡
充
事
業
は
赤
色
で
す
。

1 

企
業
活
力
の
強
化

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の

克
服
に
向
け
、
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
各
種
支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用

し
、
企
業
の
体
質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業

計
画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援

す
る
こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

を
図
る
。

① 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
）（
年
間
目
標
：
計
画
策

定
70
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
90
件
）

② 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業【
拡
充
】（
年
間
目
標
：

I
T
ツ
ー
ル
導
入
支
援
４
件
）

③ 

事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
【
新
規
】　　

（
年
間
目
標
：
計
画
策
定
支
援
件
数
６
件
）

2 

経
営
相
談
支
援

　

小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有

化
と
支
援
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目

線
で
課
題
解
決
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事
業

（
年
間
目
標
：
巡
回
相
談
７
１
０
０
件
、　　

窓
口
相
談
３
７
０
０
件
）

② 

税
務
指
導
事
業
〔
決
算
代
行
、
記
帳
代
行
、

記
帳
継
続
指
導
等
〕（
年
間
目
標
：
決
算
代

行
等
２
３
０
件
、
記
帳
代
行
12
件
、
記
帳
継

続
指
導
１
９
０
件
）

3 

金
融
支
援

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）
融

資
制
度
事
業
（
年
間
目
標
：
推
薦
70
件
、

事
後
指
導
50
件
）

4 

創
業
支
援

　

創
業
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を

活
用
し
て
、
創
業
希
望
者
お
よ
び
創
業
間
も
な

い
事
業
者
を
支
援
し
、
創
業
者
輩
出
と
経
営
の

持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

創
業
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
支
援
者
数

18
人
、
創
業
者
輩
出
11
人
）

5 

企
業
再
生
支
援

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業

再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手

続
き
等
を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業

に
対
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

（
年
間
目
標
：
再
生
計
画
策
定
完
了
40
件
、

相
談
件
数
50
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
５
０
社
）

② 

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　

（
年
間
目
標
：
成
約
35
件
、
相
談
１
１
０
件
、

全
体
会
議
１
回
、
金
融
機
関
等
連
絡
会
４
回
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
３
回
、
事
業
承
継
セ

ミ
ナ
ー
３
回
）

6 

福
利
厚
生・リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し

た
制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
に
資
す

る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
や
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

等
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
て
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
な
ど
、
事
業
者
の
リ
ス
ク
対
策

を
支
援
す
る
。

① 

各
種
共
済
・
保
険
制
度
事
業

（
ア
）
ふ
れ
あ
い
共
済
（
年
間
目
標
：
ふ
れ
あ
い

共
済
加
入
事
業
所
数
１
５
６
０
件
、
保
有
口
数

５
６
６
０
口
、新
規
獲
得
66
件
、口
数
６
４
０
口
）

（
イ
）
総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
（
年
間
目
標
：

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目
標
保
険

料
達
成
）

（
ウ
）
大
型
共
済
、
個
人
年
金
等

基
本
方
針（
抜
粋
）

主
要
事
業

第5期中期事業計画、令和2年度事業計画・収支予算等を承認

特集01
第5期中期事業計画・
令和2(2020)年度
事業計画・収支予算

令
和
元
年
度
第
５
回
常
議
員
会

な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

　当所では、平成19年度から 3カ年の中期事業計画を策定しており、令和 2（2020）年度は、
5期目の策定にあたります。今回は、第５期中期事業計画と令和２年度事業計画・収支予算が承認
されましたので、その内容をご紹介します。
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2
② 

損
害
保
険
加
入
促
進
事
業
【
拡
充
】　　
　

〔
保
険
料
収
納
事
務
、
制
度
普
及
・
照
会
・

斡
旋
〕（
年
間
目
標
：
業
務
災
害
プ
ラ
ン

５
３
０
件
、
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
４
０
０
件
）

7 

人
材
確
保・育
成

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
、

女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
等
が
自

己
の
能
力
を
活
か
し
、
生
活
環
境
に
合
っ
た
職
場

で
快
適
に
就
業
で
き
、
活
躍
し
や
す
い
環
境
整

備
を
促
進
し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成

を
支
援
す
る
。

① 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業　
　

（
年
間
目
標
：
交
流
会
等
事
業
１
回
）

② 

働
き
方
改
革
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
個

別
相
談
会
３
回
、
セ
ミ
ナ
ー
３
回
）

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

セ
ミ
ナ
ー
４
回
）

④ 

各
種
検
定
試
験
（
年
間
目
標
：
受
験
者
数

４
２
４
０
名
）

⑤ 
市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
【
新
規
】

⑥ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業
【
新
規
】　　

（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
、
個
別
相
談

会
１
回
）

8 

情
報
化
支
援

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供

や
企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企

業
の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
【
拡
充
】（
再
掲
）　

（
年
間
目
標
：
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
支
援
４
件
）

9 

環
境・福
祉・Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推

進
す
る
。

２ 

地
域
経
済
の
活
性
化

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支

援
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
振
興
や
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
・
農
商
工
連

携
に
よ
る
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
と
お
し
て
、

地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
さ

ら
に
は
、
若
者
、
女
性
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

外
国
人
な
ど
、
企
業
の
労
働
力
確
保
を
支
援
し
、

企
業
活
力
の
向
上
を
図
る
。

1 

地
域
産
業
支
援

　

中
心
商
店
街
の
集
客
力
向
上
と
賑
わ
い
創
出
、

商
店
街
活
動
を
支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域

商
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
３
工
業
団
地

（
宇
都
宮
工
業
団
地
・
清
原
工
業
団
地
・
瑞
穂
野

工
業
団
地
）
の
役
員
と
の
意
見
交
換
・
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
産
業
を
支
援
す
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
年
間

目
標
：
新
規
認
定
30
件
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）
へ
の
支
援
事
業
【
拡
充
】  

（
年
間
目
標
：
来
場
者
数
16
万
人
）

③ 

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
支
援
事
業
（
年
間

目
標
：
研
修
会
、
説
明
会
、
勉
強
会
６
回
）

④ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〟
事

業
（
年
間
目
標
：
参
加
店
38
店
舗
、
講
座
数

50
講
座
、参
加
人
数
７
５
０
人
、イ
ベ
ン
ト
１
回
）

⑤ 

工
業
団
地
役
員
と
の
連
携
交
流
事
業
（
年

間
目
標
：
交
流
会
２
回
）

2 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る
観
光
交
流
事

業
に
取
り
組
み
、
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
地
域
の
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努

め
、
集
客
交
流
を
促
進
す
る
。

① 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

② 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
実
行
委
員
会
支
援
事
業

（
年
間
目
標
：
集
客
数
16
万
人
）

③ 

観
光
交
流
促
進
事
業
【
拡
充
】

3 

販
路
開
拓・拡
大

　

地
域
の
農
産
物
、
人
材
、
技
術
等
を
有
効
に

結
び
付
け
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
し
い
も
の
づ

く
り
を
支
援
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
宇
都
宮
雷

都
物
語
」
商
品
の
販
促
活
動
、
も
の
づ
く
り
体

験
や
新
商
品
の
開
発
等
、
地
域
産
業
の
活
性
化

を
支
援
す
る
。

① 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
〔
う
つ
の
み
や
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
〕（
年
間
目
標
：

新
規
採
択
10
件
）

② 

新
名
産
品
開
発
事
業
〔
宇
都
宮
雷
都
物
語
〕

（
年
間
目
標
：
売
上
金
額
８
０
０
０
万
円
、

販
促
イ
ベ
ン
ト
５
回
以
上
、手
づ
く
り
教
室
：

一
般
５
講
座
以
上
・
学
校
８
校
以
上
）

③ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
へ
の
運
営
参
加
（
年
間

目
標
：
新
規
登
録
企
業
60
件
）

④ 

宇
都
宮
お
土
産
ア
ワ
ー
ド
事
業
【
新
規
】

⑤ 

販
路
開
拓
支
援
事
業
【
新
規
】〔
グ
ル
メ
＆
ダ

イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
へ
の
出
店
〕（
年
間

目
標
：
出
展
参
加
企
業
２
社
、
商
談
成
立

件
数
１
社
１
件
）

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等

の
育
成
を
支
援
す
る
。

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　

栃
木
労
働
局
等
関
係
機
関
や
学
校
等
と
の
連

携
を
図
り
、
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

外
国
人
等
が
自
己
の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
継

続
就
業
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
等

を
行
い
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不
足

改
善
に
努
め
る
。
ま
た
、
事
業
者
の
働
き
方
改

革
への
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

① 

障
が
い
者・高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業（
再
掲
）

（
年
間
目
標
：
交
流
会
等
事
業
１
回
）

② 

働
き
方
改
革
支
援
事
業
（
再
掲
）　　
　
　

（
年
間
目
標
：
個
別
相
談
会
３
回
、
セ
ミ
ナ

ー
３
回
）

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
再
掲
）　　

（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
４
回
）

④ 

市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
【
新
規
】（
再
掲
）

⑤ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業【
新
規
】（
再
掲
）

（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
、
個
別
相
談

会
１
回
）

３ 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化

　

国
・
県
・
市
等
の
政
策
に
会
員
や
地
域
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地

域
経
済
の
先
導
者
と
し
て
、
積
極
的
な
政
策
提

言
活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事
業
運
営
の
安

定
を
図
る
た
め
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
組
織

内
部
の
生
産
性
向
上
を
図
り
、
会
員
拡
大
・
財

政
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

1 

政
策
提
言
の
強
化

　

当
所
の
存
在
価
値
、
政
策
提
言
力
を
高
め
る

た
め
に
、
組
織
基
盤
を
な
す
一
般
会
員
を
増
や

し
、
一
般
会
員
組
織
率
を
高
め
る
取
り
組
み
強

化
を
図
る
。

① 

政
策
提
言
事
業
〔
国
・
県
・
市
へ
の
建
議
・

要
望
〕

② 

部
会
・
委
員
会
事
業

2 

組
織・財
政
基
盤
の
強
化 

　

当
所
が
有
す
る
財
産
（
人
材
、
信
頼
力
、
公
共

性
、
企
業
力
、
多
様
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
等
）

を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
事
務
局
体
制
の
強
化
を
図
る
。

① 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業
（
年
間
目
標
：

一
般
会
員
件
数
５
８
２
０
件
以
上
、〔
純
増

１
０
０
件
〕、
一
般
会
員
組
織
率
29
・
８
％
以

上
、
特
別
会
員
数
２
３
０
件
、
総
会
員
数

６
０
５
０
件
、
会
員
巡
回
８
０
０
件
）

② 

広
報
広
聴
事
業
【
拡
充
】〔
天
地
人
の
発
行
、

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
管
理
、
メ
ー
ルマ
ガ
ジ
ン
等
〕

　
（
年
間
目
標
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
13
・
6
万
ア
ク

セ
ス
）

③ 
職
員
能
力
強
化
事
業
〔
経
営
指
導
員
等
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
向
上
〕

④ 

商
工
会
議
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業
【
新
規
】

3 

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

に
努
め
る
。

4 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
な
ら
び
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
充
実
、
お
よ

び
各
種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
る
。

① 

広
報
広
聴
事
業
【
拡
充
】（
再
掲
）　　
　
　

〔
天
地
人
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
、
メ

ー
ルマ
ガ
ジ
ン
等
〕

　

 （
年
間
目
標
：
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
13
・
6
万
ア
ク

セ
ス
）

※
第
５
期
中
期
事
業
計
画
お
よ
び
令
和
２
年
度

事
業
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

第５期中期事業計画
令和2年事業計画

職員の人事異動
（令和２年４月１日付）

●地域振興部　次長
野沢　恭久
（前 総務部　次長）

●総務部　次長
長谷　　眞

（前 地域振興部　次長）

●総務部　副主幹
熊木　清美

（前 総務部　副主幹、宇都宮観光コンベンション協会出向）

●経営支援部　主査
髙野　仁美
（前 総務部　主査）

●経営支援部　主査
久田　　大

（前 経営支援部　主任主事）

●地域振興部　主査
川村　成仁

（前 地域振興部　主任主事）

●総務部　主任主事
鈴木　千穂

（前 経営支援部　主任主事）

●総務部　主任主事
神長　将大
（前 総務部　主事）

●総務部　主任主事
郷　　真吾

（前 経営支援部　主事）

●地域振興部 主事 （宇都宮観光コンベンション協会出向）
石川　卓馬

（前 地域振興部　主事）

●地域振興部　主事
中山　光旦

（前 経営支援部　主事）

●経営支援部　主事
目﨑　有生
（前 総務部　主事）

●地域振興部　主事
根本　公樹
（新規採用）

●経営支援部　主事
髙瀬　晃弘
（新規採用）

●地域振興部 主任 （宇都宮まちづくり推進機構出向）
清嶋　眞智子

（前 総務部　主任、宇都宮まちづくり推進機構出向）

退職（令和２年３月31日付）
村上　幸雄

（前　地域振興部　指導主任）

令和２（2020）年度事業収支予算
（令和２（2020）年４月１日～令和３（2021）年３月31日）

合 計
12億1,304
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

27.0 ％

35.7％
（43,328万円）

46.7 ％
（56,675万円）

16.0 ％
（19,466万円）

13.5 ％
（16,393万円）

32.0 ％
（38,815万円）

12.8 ％
（15,553万円）

2.8％
（3,389万円）

10.2％
（12,367万円）

4.3％
（5,216万円）

4.9％
（5,990万円）

3.4％
（4,115万円）

14.7 ％
（17,785万円）

32.7 ％
（39,674万円）

5.9 ％
（7,170万円）

（32,713万円）

8.6 ％
（10,387万円）

5.7 ％
（6,886万円）4.2 ％

（5,121万円）

18.9 ％
（22,869万円）

合 計
12億1,304
万円

合 計
12億1,304
万円

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等

■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計

■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　

■中小企業再生支援協議会特別会計

■経営改善支援センター特別会計

■事業引継ぎ支援センター特別会計

■プッシュ型事業承継支援特別会計
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新型コロナウイルスの
影響に関する

緊急実態調査報告書（全文）

　

本
調
査
は
、
緊
急
的
に
実
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
調
査
期
間
中
に
栃
木
県
内
で
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
が
次
々
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
本
調
査
結
果
を
参
照
す
る
際
に
は
、
そ

の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
調
査
報
告
書
の
全
文
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

約
半
数
の
企
業
が

「
影
響
あ
り
」と
回
答

　

回
答
企
業
の
業
種
構
成
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

（
22
％
）、
製
造
業
（
18
％
）、
建
設
業
（
17
％
）、

卸
売
業
（
12
％
）、
小
売
業
（
11
％
）、
飲
食
業

（
６
％
）、
そ
の
他
（
14
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
市

内
の
企
業
活
動
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

企
業
経
営
へ
の
影
響
の
有
無
に
関
す
る
問
い
に

は
「
出
て
い
な
い（
56
％
）」「
出
て
い
る
（
44
％
）」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。
影
響
が
出
て
い

る
と
答
え
た
企
業
の
割
合
が
多
か
っ
た
業
種
は
、

飲
食
業
（
75
％
）、
小
売
業
（
65
％
）、
卸
売
業

（
61
％
）
で
し
た
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、「
売
上
の
減
少
（
65
％
）」「
仕
入
の

減
少
（
13
％
）」「
仕
入
値
の
高
騰
（
４
％
）」「
売

上
の
増
加
（
３
％
）」「
そ
の
他
（
15
％
）」
で
し

た
（
図
2
）。

　
「
そ
の
他
」
回
答
の
主
な
も
の
は
、「
出
店
予

定
展
示
会
の
中
止
（
精
密
機
械
）」「
機
器
・
器

具
等
の
材
料
が
入
荷
で
き
な
い
（
通
信
設
備
）」

「
材
料
納
期
遅
れ
（
設
備
工
事
）」「
海
外
生
産

商
品
の
入
荷
遅
延
見
込
み
（
靴
・
作
業
服
）「
通

常
営
業
用
の
マ
ス
ク
入
手
不
可
（
居
酒
屋
）」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
売
上
の
減
少
」
の
回
答
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
、
特
に
多
い
の
が
「
日
本
人
顧
客
の
行
動

自
粛
（
57
件
）」
で
、
消
費
行
動
が
抑
制
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
「
そ
の
他
」
の

回
答
で
は
「
納
期
遅
延
（
キ
ノ
コ
栽
培
）」「
原

料
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
（
繊
維
製
品
）」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
卸
売
業
で
は
、
中
国
と
取
引
を
し

て
い
る
企
業
も
影
響
が
出
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
（
図
3
）。

　

具
体
的
な
影
響
に
つい
て
、
回
答
を
詳
し
く
見

て
い
き
ま
す
。

　

製
造
業

◎
部
品
調
達
に
多
大
な
遅
れ
が
出
て
納
期
が
間

に
合
わ
ず
、
受
注
を
逃
し
て
い
る
。（
機
械
）

◎
売
上
が
10
％
減
少
し
た
。（
縫
製
）

　

建
設
業

◎
売
上
の
前
年
同
月
比
が
10
％
減
少
し
た
。（
広

告
看
板
製
作
）

◎
住
宅
設
備
機
器
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
キ
ッ
チ
ン
、

便
器
な
ど
水
回
り
関
係
が
多
い
）
の
納
期
延

長
や
納
期
未
定
が
増
え
た
。（
総
合
工
事
）

　

卸
売
業

◎
メ
ー
カ
ー
の
納
期
遅
れ
、
受
注
停
止
。（
住

宅
設
備
）

◎
ホ
テ
ル
な
ど
の
大
き
な
宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
、
飲
料
の
注
文
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。（
酒
類
）

◎
前
年
同
月
比
で
観
光
地
売
上
が
45
％
減
少
、

市
内
売
上
が
15
％
減
少
し
た
。（
食
品
）

　

小
売
業

◎
中
国
人
観
光
客
の
減
少
、
夜
間
の
顧
客
減

少
。（
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）

◎
入
店
客
数
15
〜
20
％
減
少
。
マ
ス
ク
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
の
入
荷
が
困
難
。（
百
貨
店
）

　

飲
食
業

◎
前
年
同
月
比
で
売
上
が
20
〜
25
％
減
少
。

（
焼
肉
店
）

◎
大
谷
・
日
光
観
光
客
の
減
少
お
よ
び
日
本
人

客
の
予
約
取
り
消
し
に
よ
り
、
３
〜
５
月
期

は
前
年
度
よ
り
50
％
減
少
見
込
み
。（
割
烹
）

　

サ
ー
ビ
ス
業

◎
３
月
の
仕
事
は
約
70
％
以
上
が
キ
ャ
ン
セ
ル
の

見
込
み
。（
イ
ベ
ン
ト
企
画
）

　

そ
の
他

◎
夜
の
宴
会
の
減
少
に
よ
り
利
用
客
が
４
〜

５
％
減
少
。（
タ
ク
シ
ー
）

　

こ
の
よ
う
に
、
調
査
時
点
で
も
全
業
種
で
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
で
て
く
る
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
危
機
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も

　

続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

何
を
実
施
し
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
何
を
実
施

す
る
予
定
か
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
全
業
種
で

「
従
業
員
へ
の
注
意
喚
起
（
実
施
済
み
２
３
０
件
、

検
討
中
１
２
３
件
）」
と
「
マ
ス
ク
・
消
毒
等
の

励
行
（
実
施
済
み
２
１
９
件
、
検
討
中
１
２
４

件
）」
が
最
も
多
く
、
続
い
て
「
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
延
期
・
中
止
（
実
施
済
み
79
件
、
検
討

中
75
件
）」「
海
外
出
張
の
見
合
わ
せ
（
実
施
済

み
54
件
、
検
討
中
28
件
）」
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
検
討
し
て
い
る
対
策
で
多
かっ
た
の
は

「
対
応
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成
（
40
件
）」「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

対
応
強
化
（
38
件
）」
で
し
た
。
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
危
機
意
識
を
企
業

防
衛
の
充
実
に
転
化
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
行
政
や
商
工
会
議
所
な
ど
へ
の
意
見

要
望
に
つい
て
見
て
い
き
ま
す
。

●
情
報
収
集
や
支
援
な
ど
を
早
急
に
実
施
し
て

ほ
し
い
。（
建
設
業
）

●
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
一
定
期
間
の
自
粛
は
や

む
を
得
な
い
が
、
体
力
の
な
い
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
に
な
る
。
政
府
や
自
治

体
に
よ
る
緊
急
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。（
卸

売
業
）

●
早
急
な
運
転
資
金
の
借
入
相
談
。（
飲
食
業
）

●
補
助
金
な
ど
の
支
援
制
度
の
検
討
。（
サ
ー
ビ

ス
業
）

●
運
転
資
金
の
緊
急
助
成
ま
た
は
融
資
の
実
施
。

ま
た
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
な
ど
へ
の
支

援
・
対
応
。（
そ
の
他
）

　

今
回
の
調
査
は
２
月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
が
続

い
て
お
り
、
終
息
時
期
も
不
透
明
で
す
（
３
月

末
日
現
在
）。
そ
の
た
め
、
当
面
は
生
産
お
よ
び

消
費
の
縮
小
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
に
よ
る
支
援
策
も
続
々
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業
に
と
っ
て
は
今
後
も
厳

し
い
経
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
行
政
や
他
経
済
団
体
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
号
に
別
冊
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問合せ

地域振興部
☎028-637-3131

「新型コロナ
 ウイルス」が与える
 企業経営への影響は

特集2    新型コロナウイルス緊急実態調査

　世界的に大きな影響をもたらしている新型コ
ロナウイルス感染症によって、会員企業がどの
ような影響を受けているかについての緊急調査
を行い、報告書をまとめました。その概要をお知
らせします。

予約取り消しなど、
行動自粛で消費が減退

◎調査の概要

調査目的

調査対象者

調査方法

有効回答数

調査期間 令和2（２０２０）年2月21日（金）～29日（土）の9日間

１０１３件
当所役員・議員（１４０件）、部会役員・評議員（４８０件）、
青年部（２４１件）、女性部（60件）、振興委員（25件）など
※重複分１５０件と推計し、調査対象者はおよそ８６０件としました。

調査票をＦＡＸにて送信、回答

２８６件 （回答率33.3％）

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う企業
経営への影響について、その実態を把握するこ
とにより、今後の商工会議所事業を行う上での
基礎データとするため。



お問い合わせ　宇都宮商工会議所　経営支援部  ☎028-637-3131 

■対象となる取り組みの例
●新たな販促用チラシの作成や送付　●ネット販売システムの構築
●新たな販促用ＰＲ（マスコミ媒体での広告やウェブサイトでの広告）
●国内外の展示会、見本市への出展、商談会への参加
●新商品の開発　●店舗改装など
■申請締切
第２回　２０２０年  ６月５日（金）「締切日当日消印有効」
第３回　２０２０年１０月２日（金）「締切日当日消印有効」
第４回　２０２１年  ２月５日（金）「締切日当日消印有効」

■公募要領・提出書類
QRコードを読みとりダウンロードしてください

※提出にあたっては、早めに商工会議所へご連絡してください。様式４の発行については、各回締切日の１週間前までとさせていただきます。

小規模事業者が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の事業を支援する小規模事業者持続化補助金は、
今回から年間複数回の募集となりました。

補 助 率 ： 補助対象経費２／３以内

補 助 額 : 上限５０万円

補助対象 : 小規模事業者
小規模事業者
持続化補助金

令和元年度補正予算

申請募集中！申請募集中！
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お
も
て
な
し
日
本
一
を
め
ざ
し
て
、

中
心
市
街
地
を
キ
レ
イ
に
！

全
国
大
会
ふ
じ
の
く
に
静
岡
ぬ
ま
づ
大
会
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

女
性
部
で
は
、
宇
都
宮
中
心
商
店

街
活
性
化
委
員
会
が
行
っ
て
い
る

「
中
心
市
街
地
定
期
清
掃
」に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
清
掃
は
、
中
心
市
街
地
を
き

れ
い
な
街
に
す
る
こ
と
で
、
住
み
や

す
い
街
や
訪
れ
や
す
い
街
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

女
性
部
は
平
成
15（
２
０
０
３
）年
７

月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
バ
ン
バ

　
「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
39

回
全
国
大
会
ふ
じ
の
く
に
静
岡
ぬ
ま

づ
大
会
」が
２
月
20
日（
木
）か
ら
静

岡
県
沼
津
市
で
開
催
さ
れ
、
宇
都
宮

か
ら
多
く
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

２
月
20
日（
木
）か
ら
21
日（
金
）に

は
静
岡
県
内
各
地
で
分
科
会
が
開
催

通
り
や
オ
リ
オ
ン
通
り
、
釜
川
沿
い

を
中
心
に
清
掃
を
続
け
た
結
果
、
ご

み
が
減
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
清
掃
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
き
れ
い
な
街
を
維
持
す
る

意
識
が
中
心
市
街
地
を
利
用
す
る
人

た
ち
に
も
根
づ
い
て
き
て
い
る
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
中
心
市
街
地
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
こ
の

清
掃
へ
の
参
加
を
継
続
し
、
ふ
る
さ

と
宇
都
宮
市
の
街
を
、
よ
り
一
層
き

れ
い
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
活
動
で
す

の
で
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
前
9
時
～

【
場
所
】
M
E
G
A
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
ラ
パ
ー
ク
宇
都
宮
店
前
集
合

（
女
性
部
会
長　

福
田　

泰
子
）

さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る

企
業
で
あ
る
プ
ラ
モ
デ
ル

の
㈱
タ
ミ
ヤ
本
社
、
㈱
河

合
楽
器
、
ヤ
マ
ハ
㈱
の
工

場
見
学
、
浜
松
市
で
は
航

空
自
衛
隊
浜
松
基
地
を
メ

イ
ン
と
し
た
戦
闘
機
搭
乗

体
験
、
管
制
塔
見
学
と
、

普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
場
所
を
訪
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
22
日（
土
）に
は
卒

業
式
が
行
わ
れ
、
長
年
活

躍
し
て
い
た
だ
い
た
卒
業

生
た
ち
を
送
り
出
し
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
青
年
部
メ
ン

バ
ー
の
活
動
内
容
の
発
表

や
、
他
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー

と
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
青
年
部
活

動
に
結
び
つ
く
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
全
国
大
会
は
、
福
井

県
鯖
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多

く
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー
で
参
加
で

き
る
よ
う
今
後
の
活
動
を
有
意
義

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
運
営
専
務　

髙
松　

智
之
）

全国大会に参加した青年部メンバー

清掃活動を行う女性部メンバー

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会
員
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

年
会
費
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
の
年
会
費
は
４
月
30
日（
木
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
等
で
お
支
払
い

の
方
に
は
、
後
日
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
期
限
内
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

で
、
領
収
書
の
発
行
を
新
た
に
希

望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
部
会
員
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
お
申

込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
同
様

に
発
行
し
ま
す
。

令和２年度
宇都宮商工会議所

年会費
口座振替日

4月30日（木）

会費納入フローチャート

YES

NO 後日納付書
を送付

総務部会員担当まで
ご連絡ください

YES

YES

NO

NO

支払方法は
口座振替

領収書が必要

昨年は
領収書を発行

手続きは不要

手続きは不要

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】 

6
月
12
日（
火
）
～
10
月
9
日（
金
）

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

講
義
回
数 

全
34
回

※
原
則
、
毎
週
火
・
金
曜
日
開
催（
都
合

に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
会
場
】 

当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】 

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

【
定
員
】50
人
程
度

【
受
講
資
格
】  

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）

【
申
込
】  

本
号
折
込
の
申
込
書（
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
、
5
月

22
日（
金
）ま
で
に
直
接
、
当
所
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

１
日
知
財
窓
口
の
開
催
日
程
が
、

令
和
２
年
度
か
ら
隔
月
に
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
】隔
月
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

今
年
度
の
相
談
予
定
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
相
談
日
】

令
和
２
年
４
月
17
日
、
６
月
19
日
、

８
月
21
日
、
10
月
16
日
、
12
月
18
日
、

令
和
３
年
２
月
19
日

【
会
場
】当
所
会
員
談
話
室

【
相
談
内
容
】特
許
、
実
用
新
案
、
商

標
等
に
関
す
る
各
種
相
談

【
相
談
員
】弁
理
士

【
相
談
料
】無
料

※
事
前
に
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

１
日
知
財
窓
口

開
催
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

（
公
財
）栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
知
財
総
合
支
援
窓
口
）

☎
0
2
8-

6
7
0-

2
6
1
7

予約先

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
関
す
る
回
答
（
新
規
要
望
の
み
掲
載
）

　

当
所
で
は
、
令
和
２
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
書
を
令
和
元

年
11
月
20
日
に
宇
都
宮
市
長
お
よ

び
市
議
会
議
長
宛
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
宇
都
宮
市
か

ら
令
和
2
年
2
月
20
日
に
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
新
規

要
望
に
関
す
る
回
答
の
み
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。
全
文
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1
事
業
承
継
支
援
資
金
の

　
創
設
に
つ
い
て

　

県
内
に
お
け
る
約
半
数
の
企
業

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
け

る
創
業
の
さ
ら
な
る
促
進
と
創
業

者
の
事
業
継
続
率
を
高
め
る
た
め

に
、
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

① 

う
つ
の
み
や
起
業
家
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
が
行
う
創

業
支
援
内
容
の
情
報
の
共
有

② 

創
業
後
業
歴
の
浅
い
事
業
者
を

対
象
と
し
た
個
別
相
談
会
等
の

共
同
実
施

【
回
答
】産
業
政
策
課

①  

う
つ
の
み
や
起
業
家
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
が
行
う
創

業
支
援
内
容
の
情
報
の
共
有
に

つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
当
初
の

全
体
会
議
に
お
い
て
、
当
該
年

度
に
実
施
す
る
各
団
体
の
事
業

内
容
と
実
施
時
期
の
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
各
団
体
の
創
業

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情

報
を
本
市
が
取
り
ま
と
め
、
各

団
体
に
メ
ー
ル
等
で
幅
広
く
周

知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
令
和
２
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
う
つ
の
み

や
起
業
家
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

各
団
体
と
の
定
期
的
な
情
報
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
入
口
か

ら
出
口
ま
で
切
れ
目
の
な
い
創

が
経
営
者
の
交
代
時
期
あ
る
い
は

交
代
準
備
時
期
に
達
し
て
い
る
も

の
の
、
後
継
者
不
在
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

事
業
承
継
時
に
は
、
新
た
な
設
備

の
導
入
や
株
式
取
得
等
の
た
め
に
資

金
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

「
事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
が
資
金
が

不
足
し
て
お
り
す
ぐ
に
着
手
で
き
な

い
」、「
事
業
承
継
を
機
に
新
た
な
事

業
を
着
手
す
る
た
め
に
は
、
資
金
が

必
要
」等
の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
の「
事

業
承
継
補
助
金
」や
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
よ
る「
事
業
承
継
・
集
約
・

活
性
化
支
援
資
金
」が
創
設
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
事
業
者
が
利
用
し
や

す
い
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模

事
業
者
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
支

援
し
、
事
業
継
続
に
よ
る
企
業
活
力

強
化
お
よ
び
地
域
商
工
業
の
活
性
化

に
向
け
て
、
利
子
補
給
や
信
用
保
証

料
補
助
な
ど
事
業
承
継
支
援
資
金

制
度
の
創
設
を
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
資
す

る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
継
者

業
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

本
市
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

を
強
化
し
、
各
団
体
の
事
業
間

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
起
業
を

目
指
す
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

② 

創
業
後
業
歴
の
浅
い
事
業
者
を

対
象
と
し
た
個
別
相
談
会
等
の

共
同
実
施
に
つ
き
ま
し
て
、
平

成
28
年
度
よ
り
、
宇
都
宮
商
工

会
議
所
と
共
同
し
て「
起
業
希
望

者
・
個
別
相
談
会
」を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
２
７
名
の

起
業
希
望
者
等
が
参
加
し
、
実

施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

約
90
％
以
上
の
参
加
者
か
ら「
満

足
」の
結
果
を
得
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、「
起
業
希
望
者
・

個
別
相
談
会
」の
対
象
者
を
、
起

業
希
望
者
の
み
な
ら
ず
創
業
後

業
歴
の
浅
い
事
業
者
に
も
拡
大

し
た
共
同
実
施
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

3 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
促
進
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
に
お
け
る
人
手
不
足

対
策
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
は
、

Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
が
必
要
不
可
欠

と
言
え
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

を
促
進
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
促
進
補
助
金
制
度
が
あ
り
、
当

所
で
は
経
営
指
導
員
等
に
よ
る
補

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

不
在
の
中
小
企
業
の
経
営
者
に
気

づ
き
を
促
し
、
各
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
本
市
に
お
け

る
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
事
業
承

継
の
早
期
・
計
画
的
な
準
備
に
向

け
て「
栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
」や
県
と
共
催
で
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
、
経
営
者
の
意

識
付
け
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和

元
年
12
月
に
、
新
た
に
国
の「
第
三

者
承
継
支
援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に

お
い
て
示
さ
れ
た
、
事
業
承
継
補

助
金
の
拡
充
な
ど
新
た
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
含
め
て
、
各
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
承
継
支
援
資
金
制

度
の
創
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に

お
け
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
拡
充
さ
れ

た
こ
と
や
事
業
承
継
の
課
題
が
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
来
年

度
新
た
に
開
催
す
る
事
業
を
譲
受

す
る
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
活
用
し
て
、
よ
り
一
層
の

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
事

業
を
譲
受
す
る
方
へ
の
支
援
も
含
め
、

円
滑
な
事
業
承
継
に
資
す
る
新
た

な
支
援
策
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討

助
事
業
計
画
策
定
を
支
援
し
て
い

ま
す
が
、
利
用
率
が
高
い
と
は
言

え
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
を
浸
透
さ
せ
る
に

は
、
企
業
が
抱
え
る
経
営
課
題
と

そ
の
解
決
に
必
要
な
支
援
策
を
把

握
し
、
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
の
補
助
金
制
度
の
利
用
率
低
迷

も
あ
り
、
現
状
把
握
と
求
め
ら
れ

る
支
援
策
を
具
体
化
す
る
た
め
の

情
報
量
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
。
さ
ら

に
、
Ｉ
Ｔ
分
野
は
先
進
的
か
つ
専
門

的
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
多
く

の
調
査
サ
ン
プ
ル
の
確
保
、
専
門

家
に
よ
る
調
査
項
目
の
作
成
、
分

析
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

専
門
家
を
活
用
し
た
調
査
の
実
施

が
必
要
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
中
小
企

業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
生
産

性
向
上
を
支
援
し
、
地
域
性
を
い

か
し
た
支
援
策
を
展
開
し
て
い
く

た
め
、
現
状
把
握
と
課
題
解
決
、

中
小
企
業
が
求
め
る
具
体
的
な
支

援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
専

門
家
を
活
用
し
た
調
査
の
実
施
お

よ
び
支
援
策
の
実
施
に
か
か
る
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
小
規
模
事
業
者
等
へ
の

　
創
業
支
援
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い

創
業
準
備
に
必
要
な
知
識
と
情
報

を
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
、
ク
ラ
ウ
ド
や
Ｉ
Ｔ
技

術
の
発
展
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま

り
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
副
業
促
進

な
ど
創
業
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
反
面
、
綿
密
な
事

業
計
画
が
策
定
で
き
て
い
な
い
創

業
は
事
業
継
続
率
が
低
く
、
短
期

間
で
や
む
な
く
廃
業
と
な
る
状
況

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
当
所
で
は
、

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
伴

走
型
支
援
に
よ
り
、
創
業
後
の
事

業
計
画
策
定
、計
画
実
行
、フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
前
段
と
し
て
、
創
業
希
望
者

は
、
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を
身
に

着
け
、
リ
サ
ー
チ
を
し
、
十
分
な

時
間
を
か
け
て
事
業
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
創
業
塾
等
へ
の
参
加
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
経
営
指

導
員
や
専
門
家
等
に
よ
る
、
創
業

前
の
綿
密
な
計
画
策
定
や
準
備
の

支
援
も
肝
要
で
す
。

利
活
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
30
年
度
よ
り
、
経
営
者
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
の
有
用
性
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
栃
木
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
毎
月
１

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー
に
お

い
て
、
国
の
補
助
金
の
活
用
事
例

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
本
市
の「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
促
進
補
助
金
」の
紹
介
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
浸
透
さ
せ
る
に
は
、
企
業
が
抱

え
る
経
営
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、

適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
に
つ

き
ま
し
て
は
、
企
業
の
経
営
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
両
方
に
精
通
し
た
専
門
家

に
よ
る
、
各
企
業
の
経
営
課
題
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
状
況
に
合
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
の
提
案
か
ら
実
際
の
導
入

ま
で
を
支
援
す
る
事
業
を
検
討
す

る
な
ど
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
促
進
に
向
け
、
よ
り
き
め

細
か
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

4
経
営
発
達
支
援
計
画
等
の

　
共
同
作
成
お
よ
び
計
上
事
業
の

　
実
施
に
つ
い
て

　

本
年
７
月
に
改
正
小
規
模
事
業

者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
課

題
へ
の
対
応
や
効
果
的
な
支
援
実
施

の
観
点
か
ら
、
改
め
て
小
規
模
事

業
者
支
援
を
行
う
商
工
会
議
所
等

と
商
工
行
政
を
担
う
地
元
自
治
体

と
の
連
携
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
に
伴
い
、
令
和
２
年

11
月
に
国
に
認
定
申
請
す
る
次
期

経
営
発
達
支
援
計
画（
計
画
期
間
：

５
年　

令
和
３
年
４
月
～
令
和
８

年
３
月
）は
、
宇
都
宮
市
と
と
も
に

共
同
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
、
地
震
や
豪
雨
な
ど

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災

害
が
全
国
で
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
商
工
会
議
所
が
地
元
自
治

体
と
共
同
し
て「
事
業
継
続
力
強
化

支
援
計
画
」を
作
成
し
、
都
道
府
県

知
事
が
認
定
す
る
仕
組
み
も
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
経
営
指
導
員
を
中
心
に
経
営

改
善
普
及
事
業
、
現
経
営
発
達
支

援
計
画
に
基
づ
く
伴
走
型
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
法
改
正
を
踏
ま
え
、
10
年
後

を
見
据
え
た
次
期
計
画
の
作
成
と

計
画
の
実
行
お
よ
び
市
内
事
業
者

の
防
災
・
減
災
等
支
援
に
あ
た
り
、

宇
都
宮
市
と
さ
ら
に
連
携
を
強
化

し
て
事
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
創
業
、
販
路

開
拓
、
事
業
の
発
展
・
転
換
、
事

業
承
継
な
ど
の
企
業
活
動
の
重
要

な
取
り
組
み
お
よ
び
自
然
災
害
発

生
時
に
お
け
る
速
や
か
な
事
業
再

開
、
復
興
支
援
を
行
う
た
め
に
、

課
題
と
方
針
を
共
有
す
る
と
と
も

に
互
い
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス
を
補
完
し
、

効
果
的
な
事
業
実
施
に
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

経
営
発
達
支
援
計
画
の
作
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
本
市
の
地
域
経
済
の

課
題
等
を
共
有
し
、
第
６
次
宇
都

宮
市
総
合
計
画
や
う
つ
の
み
や
産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
う
つ
の
み
や
中

小
企
業
応
援
プ
ラ
ン
等
の
各
種
計

画
と
整
合
性
を
図
っ
た
上
で
、
長
期

に
わ
た
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援

の
方
向
性
等
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
作
成
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
意
見
交
換
や
情

報
の
共
有
を
行
い
な
が
ら
連
携
す

る
と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
者
の

企
業
活
動
を
支
援
す
る
事
業
の
効

果
的
な
実
施
に
向
け
た
予
算
措
置

に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令和2年度予算化・
措置要望および回答

宇都宮市経済部大竹部長（右）から回答書を受け取る丹羽専務理事（左）



経営改善利率1.21%（令和2年3月24日時点）より
当初3年間、▲0.9%引下げ

※金利引下げの限度額は、日本政策金融公庫の「新型コロナウイルス感染症特別
貸付」、「生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付」および「生活衛生改善
貸付の金利引下げ」との合計で3,000万円となります。

融資限度額 ： 別枠1,000万円
ご利用いただける方

運転資金 ：   ７年以内（うち据置３年以内に延長）
設備資金 ： １０年以内（うち据置４年以内に延長）

新型コロナウイルス対策マル経（金利▲0.9%引き下げ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、最近１カ
月の売上高が前年または前々年の同期と比較して
5%以上減少している小規模事業者の方

資金の使いみち

金利

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年3月24日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年3月24日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
次
世
代
へ
の
経
営
資
源

の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る

た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受

け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

新
入
会
員
の
紹
介

令
和
元（
２
０
１
９
）年
12
月
11
日
〜
令
和
2（
２
０
２
０
）年
3
月
16
日
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

ウィッシュランド㈱ 宇都宮市宿郷５－１５－１２ 028-651-0555 宅地開発・分譲、販売代理、賃貸

㈱グルメコンガーズ 宇都宮市新里町丙１１７０ 028-616-2270 洋菓子製造販売

さくらホームズ㈱ 宇都宮市上戸祭３－７－４４ 028-611-3271 新築・リフォーム、建築設計

鈴木　秀治 宇都宮市豊郷台２－４０－５ 028-643-9643 貸事務所

ＫｉＫｏ 宇都宮市馬場通り２－３－１４ 　        - タピオカドリンク

阿部梨園 宇都宮市下荒針町３４０９ 028-648-9695 梨生産、販売

㈱Ｒｉｎｇｓ　ｐｌｕｓ 宇都宮市今宮２－１８－１０ 028-688-7077 リノベーションデザイン・設計、不動産売買仲介・賃貸仲介

全日本空輸（株）東京本店 東京都中央区日本橋２－１４－１ フロントプレイス日本橋６Ｆ 050-3815-5103 航空運輸（旅客・貨物）

㈲岡本和彦商店 宇都宮市下岡本町４１７７ 028-673-2075 ウォーターサーバー

㈲アーバンエルシー 宇都宮市駅前通り１－１－１２ 028-625-2411 宅地建物取引

鮨一凛 宇都宮市曲師町５－３ 多喜屋ビル釜川ベリ１階東 070-4110-2076 寿司

㈱国際資源リサイクルセンター 宇都宮市海道町４０２－１７ 028-611-1055 産業廃棄物処理

㈱木曽路宇都宮店 宇都宮市竹林町８９３－３ 028-650-0165 しゃぶしゃぶ、すき焼き

福田珠算教室 日光市今市９７５－８ 090-7200-3254 珠算塾

丸宇興業㈱宇都宮支店 宇都宮市鶴田２－５－５コーポ田村No.２  ２-Ａ号室 028-612-3655 足場工事、解体工事

行政書士田中香奈恵事務所 宇都宮市上戸祭町６４９－２０ 028-616-8505 行政書士事務所

㈱ＭＡＳＳＡＮ 宇都宮市幕田町７０５－３ 028-658-5529 移乗リフト製造、樹脂部品加工

Ｌｅ－Ｇａｒｅ 宇都宮市横山２－２７－３３ 080-5193-3739 本格石窯ナポリピザ移動販売

合同会社ファルフ 宇都宮市鶴田町１６０５ 028-648-3037 カウンセリング、健康食品販売

二番町  蔵  酒食～ｃａｌｍ～ 宇都宮市二番町１－２７ 028-307-6499 さしみ、天ぷら

㈱オートＢＩＺ 宇都宮市野沢町３１０－１ 028-678-8032 自動車部品卸売

もんじ屋 宇都宮市東宿郷２－１７－１０東口屋台村内 028-307-2893 もんじゃ焼き

㈲アール 鹿沼市今宮町１６７１ 0289-65-0333 美容矯正、脱毛

㈱日本エスコン 宇都宮市駅前通り１－４－６ 028-600-2800 トナリエ宇都宮

令和元（２０１９）年１２月１１日～令和２（２０２０）年３月１６日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。



商工会議所共済制度

約6,200

約6,200 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]

1415 April  2020

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月14日（火）	　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（隔月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月17日（金）　午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 事前予約　午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部　
※事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■ 働き方改革相談窓口
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金　など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの各分野の専門家が、

悩みを解決します。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

4月のふれあい共済等
口座振替日

4月22（水）
〈振替対象〉

	 ◎ふれあい共済
	 ◎特定退職金共済
	 ◎その他アクサ生命㈱の	
	 　団体扱い保険

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会議室の貸出　

【制限内容】
◎利用予定者数を30人以内にすること
◎会議室利用者にマスク着用とアルコール消毒をさせること
◎マスクとアルコール消毒液を利用者側で用意すること
◎利用者全員の連絡先名簿を作成し当所の求めに応じて提

出できるようにすること

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
貸出に制限を設けています

問合せ 総務部　☎028-637-3131

収容人数

申込方法

駐車場

約70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　
・その他管理上支障があるとき
・机などを移動させた場合は、現状復帰する

●使用日の3カ月前から2週間前まで予約可能です。　 
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（消費税10%込）

使用時間区分 9:00～17:00

11,000円

16,500円

9:00～12:00

5,500円

8,800円

13:00～17:00

6,050円

9,900円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

約７０人収容（教室型）の貸会議室
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当
所
で
は
、４
月
15
日（
水
）か
ら

６
月
30
日（
火
）に
か
け
て
、定
期
保

険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で
あ
る

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同
で
、ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
さ
ま
の

保
障
や
退
職
金
準
備
金
の
ほ
か
、

入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す

る
も
の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、会
員
の

皆
さ
ま
に
制
度
の
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、当
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
の
社
員
が
ご
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た
方
に
は

「
雷
都
物
語 

漢
熟
米
」、共
済
を
ご

成
約
い
た
だ
い
た
方
に
は「
雷
都
物

語 

栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ

い
た
方
に
は「
雷
都
物
語 

栃
木
い

ち
ご
ジ
ャ
ム
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

新
規
成
約
に
は
、
雷
都
物
語
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　『安全性』と『おいしさ』を
追求したお米です。漢方薬
（天然素材）と煎じ粕と糠を
熟成させた天然堆肥で栽培
したお米です。

横川食販㈱

漢熟米

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

御菓子司　桝金

栃木いちごジャム



〈所在地〉	
宇都宮市富士見町9-3-3-301
☎6028-666-7722
〈問合せ〉
080-5897-3030  担当／広谷

会員情報局

17 April  2020 16

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694
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会
報
「
天
地
人
」
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者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種

湯
た
ん
ぽ
へ
昨
夜
の
夢
が
ま
だ
続
き

愛
想
な
い
店
に
人
気
の
あ
る
不
思
議

病
院
の
ベ
ッ
ド
鉛
筆
ほ
し
く
な
る

鳶
とび

職

白
鳥
の
旅
立
ち
空
は
晴
れ
渡
る

お
隣
の
土
産
に
風
邪
を
貰
い
け
り	

騎
手
の
尻
高
さ
を
競
う
ゴ
ー
ル
前

冬
山
の
怖
さ
へ
燃
え
る
山
男

電
話
か
ら
思
わ
せ
振
り
の
咳
一
つ

赤
ち
ゃ
ん
の
く
し
ゃ
み
へ
続
く
老
い
の
愚
痴

と
も
か
く
も
過
ぎ
て
昨
日
と
言
え
る
今
日

代表		廣谷			雅之さん

宮
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大
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子

伊
藤　

王
子

渡
辺　

一
郎

毛
塚　

ヒ
ロ

佐
藤　

隆
久

柏
村
久
美
子

中
里　

三
郎

飯
塚　
　

藤

福
田　
　

弘
（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
271
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
ハ
ラ
ハ
ラ
と
い
る
目
覚
ま
し
の
針

〈
評
〉
皺
の
深
さ
に
深
き
信
頼

〈
評
〉
生
き
返
っ
た
る
老
い
の
幸
せ

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
4月25日（土）〜6月15日（日）
企画展「生誕250年記念　偉大なる無名画家　小泉斐」
画家小泉斐の生誕250年の節目を記念し、その足跡を追った回顧展。斐の
作品を中心に、師や弟子、親交のあった文化人らの関連資料をあわせて展
示することで、下野が誇る偉大な無名画家の魅力に迫る。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
4月25日（土）まで休館となります。
企画展「北澤美術館所蔵　ルネ・ラリック　アール・デコのガラス　モダンエレガンスの美」
4月26日（日）〜6月21日（日）まで
東京都庭園美術館からの巡回展示となります。4月26日（日）と5月31日（日）
の両日午後2時から記念講演が予定されております。先着150人。要チケット。
一般＝1000円／大高生＝800円／小中学生＝600円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
4月18日（土）〜6月28日（日）
企画展「親と子でみる世界の美術」
栃木県立美術館は1972年の開館以来、美術大国といわれる欧米
のみならず、アフリカ、アジアなどの美術もコレクションに加えてき
た。当館収蔵品の中から旧東欧を含む世界各国の絵画、版画、彫刻、
工芸などの名品・珍品約80点を展示する。（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。
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近
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た
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働
き
手
と
な
る
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歳
～
６４
歳
の
層
の
減
少
が
年
々
深
刻
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し
て
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ま
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かつての人気芝居で「春雨じゃ濡れて行こう」の台詞で有名「月形○○○○○」
胸の中央にあるくぼんだ所
「あのピッチャー、カーブの○○が抜群だね」などと
講談界の人気者神田松之丞が４４年ぶりにこの名を襲名
日本語では「技術革新」と訳される言葉
事故には至らなかったが、ヒヤリとさせられた飛行機のトラブルなど
洪水から集落や耕地を守るために堤防を巡らした所。愛知県下流に多い
航空機などが陸地から空中に飛びたつこと
「ホラ、さっさと○○○しないと出発できないよ」などと
縁日などの夜、路傍で屋台などで物を売っています
スーパーなどで買った物を精算する所。最近はセルフ○○も増加

かつて日米友好で日本から桜を贈った返礼にアメリカからはこの樹が
「今日はうるさい上司がいないので、少しは○○を伸ばせるかな」などと
うわべだけを飾りたてた耳ざわりのよい文句「美辞○○○」
金融機関の破端の際に預金者に支払われる一定の制限がある方式
長野県北東部を中心に栽培されている○○○菜
ヤード・ポンド方式で１フィートの１２分の１の長さの単位
英語で「復讐」や「仇討ち」の意を表す言葉
算数で「÷」は割り算、「×」は掛け算、「＋」は○○算
インドで女性が身につける衣裳
特定の師について学問や技芸の教えを受ける人
心中の不快や動揺をまぎらす笑い。「にが笑い」とも
料金をとって貸すもの。○○○○ビデオ、○○○○ルーム、○○○○スペースなど
死後の世界。漢字では「黄泉」と書く
自分の行いの結果を自分が受けること。「自業○○○」
４月から学校では生徒も○○○○もフレッシュな気持ちで教室に…
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●タテのカギ
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下
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さ
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。

	

正
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か
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5
名
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5
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し
上
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す
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締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
代
初
頭
、
大
学
生
だ
っ

た
著
者
は
中
国
へ
渡
り
、
各
地
を
見

て
回
り
ま
す
。
都
市
部
だ
け
で
な
く

地
方
の
村
や
少
数
民
族
の
自
治
区
な

ど
へ
も
足
を
伸
ば
し
、
中
国
の
生
の

姿
を
目
撃
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後

に
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
な
っ
た
彼
は
、
そ

の
後
も
折
に
触
れ
て
中
国
を
旅
行
し
、

変
わ
り
ゆ
く
姿
を
目
撃
し
て
き
ま
し

た
。
足
掛
け
30
年
に
わ
た
っ
て
チ
ャ
イ

ナ
・
ウ
ォ
ッ
チ
を
続
け
て
き
た
著
者
が
、

初
め
て
の
中
国
へ
の
旅
を
２
０
１
８

年
に
も
う
一
度
た
ど
っ
て
急
成
長
の

秘
密
に
迫
っ
た
の
が
、
本
書
で
す
。

単
純
な
ル
ポ
で
は
な
く
、「
開
発
」

「
交
通
」な
ど
12
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
豊

富
な
体
験
と
知
識
、
す
ば
ら
し
い

点
は
素
直
に
褒
め
つ
つ
疑
問
点
も

し
っ
か
り
と
書
い
て
い
く
執
筆
姿
勢

が
、
単
な
る
中
国
本
で
は
な
い
魅

力
を
生
ん
で
い
ま
す
。

『
中
国
の「
爆
速
」成
長
を
歩
く
』

西
牟
田
靖［
著
］

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

1
5
0
0
円
＋
税

努
力
は
、

心
か
ら
楽
し
め
れ
ば
苦
で
は
な
い
。

最
高
の
遊
び
と
な
る
。

書
道
家
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双
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「努力」

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

F
A
X
で
の
お
見
積
り
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
を

届
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

安
全
第
一
で
、
確
か
な
品
質

の
山
王
鳶
工
業
で
す
。

　

弊
社
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

を
中
心
に
、
関
東
、
全
国
の
お

客
さ
ま
に
安
全
で
良
品
質
の
足

場
組
立
や
、
鉄
骨
組
立
な
ど
の

鳶
工
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
い

た
方
は
、
次
の
担
当
の
広
谷
ま

山王鳶工業

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

宇都宮市内6倫理法人会が、
宇都宮市と家庭の日の普及啓発活動に関する協定を締結
当所会員である宇都宮西倫理法人会をはじめ宇都宮市内6つの倫理法人会は、

宇都宮市と「家庭の日の普及啓発活動に関する協定を締結しました。

～家族のきずなを深める日としましょう～
毎月第３日曜日は「家庭の日」

会員に対する働きかけ

市が実施する家庭の日の
普及啓発に関する

取り組みへの積極的な協力

協定の
概要



　

日
本
百
名
山
な
ら
ぬ
、
日
本
1
0
0
名

城
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
2
0
0
6
年
に

（
財
）日
本
城
郭
協
会
が
選
定
し
た
全
国

各
地
の
名
城
で
、
栃
木
県
か
ら
は
足
利
市

の
足
利
氏
館
跡
が
唯
一選
出
さ
れ
た
。
つ
づ

く
続
日
本
1
0
0
名
城
に
は
、
佐
野
市
の

唐
沢
山
城
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
、
都
合

全
国
2
0
0
の
名
城
の
う
ち
の
わ
ず
か
ふ

た
つ
、
割
合
的
に
は
百
分
の
一
名
城
が
栃

木
県
の
現
状
と
い
え
る
。

　

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
や
文
化
財
・

歴
史
上
の
重
要
性
を
も
と
に
選
出
さ
れ

た
現
代
の
1
0
0
名
城
に
対
し
、
江
戸

時
代
の
武
士
が
戦
国
時
代
の
難
攻
不
落
の

名
城
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
の
が
、
関

東
七
名
城
で
あ
る
。
越
後
上
杉
氏
の
活

躍
を
記
し
た
軍
記
物
語
中
の
記
述
の
た
め
、

地
域
・
時
期
と
も
に
限
定
つ
き
で
は
あ
る

が
、
埼
玉
県
の
川
越
城（
川
越
市
）・
忍
城

（
行
田
市
）、
群
馬
県
の
前
橋
城（
前
橋

市
）・
金
山
城（
太
田
市
）、
茨
城
県
の
太

田
城（
常
陸
太
田
市
）と
な
ら
ん
で
、
栃
木

県
で
は
唐
沢
山
城
と
宇
都
宮
城
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
以
上
の
七
名
城
中
、
前
橋
・

太
田
・
宇
都
宮
城
は
現
代
の
1
0
0
名
城

に
は
選
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
名
城
の
評
価

が
時
代
に
つ
れ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

で
は
、
歴
史
的
重
要
性
と
難
攻
不
落

を
条
件
に
、
戦
国
末
期
の
関
東
の
名
城
を

ひ
と
つ
だ
け
あ
げ
る
と
し
た
ら
、
い
の一
番

に
多
気
城
を
推
薦
し
た
い
。
宇
都
宮
の
北

西
約
９
キ
ロ
に
位
置
す
る
多
気

山（
高
さ
3
7
7
メ
ー
ト
ル
）を

1
5
8
5
年
に
城
郭
化
し
た
多

気
城
は
、
太
田
城
主
佐
竹
義
重
ら

の
全
面
的
な
支
援
の
も
と
で
、
宇

都
宮
城
主
宇
都
宮
国
綱
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
。
当
時
、
小
田
原
北

条
氏
の
北
関
東
侵
略
に
対
抗
し
て

い
た
佐
竹
・
宇
都
宮
氏
ら
の
連
合

軍（
東
方
の
衆
・
味
方
中
と
も
）に

と
っ
て
、
多
気
城
は
最
重
要
の
防

衛
拠
点
で
あ
り
、
佐
竹
・
宇
都
宮

氏
ら
が
み
ず
か
ら
の
存
亡
を
か
け

て
築
い
た
巨
大
山
城
に
な
る
。

　

南
衆
と
通
称
さ
れ
た
北
条
軍

の
た
び
重
な
る
侵
攻
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
気
城
に
拠
る
宇
都
宮

氏
ら
は
こ
れ
を
こ
と
ご
と
く
撃
退

し
つ
づ
け
た
。
多
気
山
の
麓
に
は
、「
扇
町・

塙
田
・
下
河
原
・
源
石
町
・
裏
町
・
粉
河

寺
・
清
願
寺
」の
小
字
が
伝
承
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
の
宇
都
宮
城
下

町
、
扇
町
・
下
河
原
町
・
元
石
町
・
池
上

裏
町
な
ど
の
前
身
で
あ
り
、
も
と
も
と
は

戦
国
時
代
の
宇
都
宮
城
下
に
由
来
す
る
。

同
じ
く
粉
河
寺
・
清
厳
寺
も
宇
都
宮
氏
ゆ

か
り
の
寺
院
で
、
宇
都
宮
の
寺
院
や
住
民

の
多
く
が
多
気
城
下
に
移
住
し
て
い
た
こ

と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
多
気
城
を
攻
め

た
北
条
方
の
武
士
が「
新
う
つ
の
宮
」と
称

し
た
よ
う
に（「
桜
井
家
文
書
」）、
多
気
城

と
そ
の
城
下
は
宇
都
宮
氏
の
あ
ら
た
な
本

拠
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
た
。と
こ
ろ
が
、

1
5
9
0
年
の
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め

で
仇
敵
北
条
氏
は
滅
亡
し
、
こ
の
結
果
、

宇
都
宮
国
綱
は
本
拠
を
宇
都
宮
城
に
復
す

る
と
同
時
に
、
難
攻
不
落
を
誇
っ
た
多
気

城
も
実
働
5
年
で
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

うつのみや

歴史・民俗散歩
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四
月
十
三
日（
月
）～
十
七
日（
金
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ
は
、

東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家
体
。

日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で
あ
る
。

十
六
日（
木
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。
十
一台

の
花
家
体
が
み
ど
こ
ろ
。

四
月
十
九
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、柔
道
、

弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
土
）に
は
、
春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
三
日（
日
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山
神
社

は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、
そ
の

山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾
ま
つ

り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、
神

輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に
順
延
。

五
月
五
日（
火
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。
午
前
十
時
か
ら
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第01回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20204月〜			 5月 卯月─皐月

（写真提供：柏村祐司『栃木の祭り』より）

多気城遠景

山頂からの眺望　宇都宮市街を望む

関東を代表する
戦国末期の山城・多気城
栃木県立博物館  副館長  江田  郁夫
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渋
沢
栄
一
は
、
明
治
以
降
に

４
８
１
（
東
商
調
べ
）
の
会
社
や
、

６
０
０
余
り
の
社
会
事
業
に
か
か

わ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補

に
も
２
回
な
っ
た
「
日
本
の
近
代

化
の
父
」
と
で
も
い
う
べ
き
偉
人

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
や
新
１
万
円
札

の
肖
像
に
決
ま
り
、
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
そ
ん
な
彼
の

思
想
や
行
動
か
ら
、
現
代
に
活
か

せ
る
知
恵
を
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
１
回
目
は
渋
沢

栄
一
の
勉
強
法
に
つい
て
。

　

江
戸
時
代
に
豪
農
の
子
と
し
て

生
ま
れ
た
彼
は
、
６
歳
か
ら
父
親

の
も
と
で
、
８
歳
か
ら
従
兄
の
尾

高
淳
忠
（
お
だ
か
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う
）

の
も
と
で
漢
籍
を
学
び
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
尾
高
の
教
え
方
が
と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
栄
一に
次
の
よ

う
に
述
べ
た
そ
う
で
す
。

　
「
読
書
の
読
解
力
を
つ
け
る
に

は
読
み
や
す
い
も
の
か
ら
入
る
の
が

一
番
よ
い
。
ど
う
せ
四
書
・
五
経

を
丁
寧
に
読
ん
で
腹
に
い
れ
て
も
、

真
に
わ
が
物
に
な
っ
て
、
働
き
を

生
ず
る
の
は
、
だ
ん
だ
ん
年
を
取
っ

て
世
の
中
に
関
わ
っ
て
いっ
た
上
に

あ
る
の
だ
か
ら
。
今
の
と
こ
ろ
で

は
か
え
って
『
三
国
志
』
で
も
『
八

犬
伝
』
で
も
、
何
で
も
面
白
い
と

思
っ
た
も
の
を
、
心
を
と
め
て
読

み
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
か
読
解
力

が
つ
い
て
、『
日
本
外
史
』
も
読
め

る
よ
う
に
な
り
、『
十
八
史
略
』
も

『
史
記
』
も
『
漢
書
』
も
お
い
お

い
面
白
く
な
る
か
ら
、
せ
い
ぜ
い

多
く
読
む
が
よ
い
」

　

た
く
さ
ん
読
め
ば
読
解
力
も
自

ず
と
つ
く
、
と
い
う
観
点
か
ら
、

面
白
い
と
思
っ
た
も
の
を
乱
読
さ

せ
て
いっ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
方
に
よ
って
、
栄

一
は
ま
ず
大
の
読
書
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
子
供
の
こ
ろ
、
本
を
読

み
な
が
ら
道
を
歩
い
て
い
て
溝
に

落
ち
て
し
ま
い
、
母
親
に
怒
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
彼
は
歴
史
書
の
類
を

大
量
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
物

事
を
判
断
す
る
さ
い
は
、
自
分
と

は
反
対
の
意
見
も
含
め
る
形
で
幅

広
く
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
も
と

に
し
て
大
局
的
に
見
る
こ
と
が
重

要
」
と
い
う
こ
と
も
学
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
彼
は
23
歳
の
と
き
、

幕
府
の
転
覆
を
目
指
し
て
高
崎

城
襲
撃
計
画
と
い
う
の
を
立
て
ま

す
。
仲
間
を
集
め
、
武
器
も
集
め

て
決
行
前
夜
と
い
う
と
き
に
、
京

都
か
ら
帰
っ
て
き
た
同
志
か
ら
実

行
を
反
対
さ
れ
る
の
で
す
。
渋
沢

栄
一
は
「
こ
こ
ま
で
準
備
し
て
、

い
ま
さ
ら
止
め
ら
れ
る
か
」
と
同

志
と
激
論
に
な
り
ま
す
が
、
最
後

に
は
相
手
に
理
が
あ
る
と
認
め
、

中
止
に
し
ま
す
。
こ
う
し
た
彼
の

柔
軟
さ
は
、
幼
少
の
こ
ろ
の
勉
強

法
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
一
面
が
あ
る

の
で
す
。

第1回

　
「
自
分
で
住
む
つ
も
り
で
家
を

探
し
て
い
た
時
、
築
28
年
の
家

に
出
会
い
ま
し
た
。
宮
大
工
が

建
て
た
家
と
の
こ
と
で
、
し
っ

か
り
し
た
風
格
あ
る
建
物
を
見

て
、
こ
れ
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し

て
運
営
し
て
は
ど
う
か
、
と
い

う
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
」

　

こ
う
話
す
の
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ 

ｉ
ｎ 

陽
東
」を
運
営

す
る
ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
合
同
会
社
の
市
川
剛
代
表
。

市
川
代
表
は
こ
れ
ま
で
に
も
ア

パ
ー
ト
経
営
の
経
験
が
あ
り
ま

し
た
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
初
め

て
の
挑
戦
で
し
た
。
以
前
か
ら

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
家
と
出

会
っ
た
時
に
す
ぐ
に
決
断
し
た

と
言
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
を
改
築
。

個
々
の
部
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

を
つ
け
た
り
、
廊
下
の
幅
を
広

げ
た
り—

太
陽
光
発
電
な
ど

の
設
備
も
充
実
さ
せ
、
１
階
と

２
階
合
わ
せ
て
８
部
屋
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
完
成
さ
せ
、
昨
年

11
月
か
ら
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
募
集
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
専

門
の
不
動
産
業
者
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
興
味
の
あ
る

　
「
宝
石
・
貴
金
属　

イ
マ
イ
ズ
ミ
」と
し
て
、

地
元
に
親
し
ま
れ
て
い

る
㈲
今
泉
貴
金
属
。
今

年
で
創
業
１
０
０
年
を

迎
え
る
老
舗
で
、
今
泉

社
長
は
３
代
目
に
な
り

ま
す
。

　
「
地
域
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
、
こ
れ
ま
で

商
売
を
続
け
て
き
ま
し

た
の
で
、
何
か
恩
返
し

の
で
き
る
商
品
開
発
が

で
き
な
い
か—

と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
ま
た
、
宇
都

宮
だ
け
の
ご
当
地
ジ
ュ
エ
リ
ー
を

作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
宇
都
宮
市
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
黄
ぶ
な
を
モ
チ
ー
フ
に

作
成
し
た
の
が
、「
ゴ
ー
ル
ド
き
ぶ

な
ジ
ュ
エ
リ
ー
」で
す
。
ペ
ン
ダ
ン

ト
タ
イ
プ（
税
抜
３
５
、０
０
０
円
）

と
ピ
ン
ブ
ロ
ー
チ
タ
イ
プ（
税
抜

６
５
、０
０
０
円
）が
あ
り
ま
す
。

　
「
素
材
は
ぜ
い
た
く
に
18
金
ゴ
ー

ル
ド
を
使
用
。
そ
こ
に
イ
エ
ロ
ー

サ
フ
ァ
イ
ア
、
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ネ
ッ

ト
、
ピ
ン
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
、
ブ
ラ
ッ

ク
ダ
イ
ア
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。

本
物
の
素
材
を
使
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
小
さ
く
て
も
存
在
感
の
あ
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

　

黄
ぶ
な
は
も
と
も
と
、
疫
病
を

払
う
も
の
と
語
り
継
が
れ
て
き
ま

人
に
直
接
見
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表

会
の
時
点
で
現
在
３
人
の
入
居

者
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
人
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
入
居
に

興
味
を
持
つ
人
が
訪
ね
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
募
集
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
内
の
詳
し
い

説
明
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
部
屋
そ

れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
ま
た
共

有
ス
ペ
ー
ス
も
１
階
、
２
階
に

そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
楽
器
演
奏
も
可
能
な

防
音
室
も
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
作

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
魅
力
の
一

つ
が
、
入
居
者
同
士
の
交
流
か

ら
発
展
す
る
人
脈
作
り
で
す
。

今
後
は
そ
う
い
っ
た
情
報
発
信

も
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

し
た
。
今
泉
社
長
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
鎮
静
化
へ
の
願

い
も「
ゴ
ー
ル
ド
き
ぶ
な
ジ
ュ
エ

リ
ー
」に
込
め
て
、
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
商
品
は
、
も
ち
ろ
ん
同

店
で
し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
す
か
ら
、
希
少
価
値
も
高

く
、
ま
た
性
別
や
年
齢
を
問
わ

ず
愛
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
、

購
入
さ
れ
る
目
的
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
品
と
し
て
の
用
途
が
多
い
そ

う
で
す
。

　
「
宇
都
宮
か
ら
巣
立
つ
人
へ

の
、
応
援
の
エ
ー
ル
と
し
て
贈
っ

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

今
後
は
、
他
の
き
ぶ
な
関
連

商
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も—

と
笑
顔
で
話
す
今
泉
社

長
で
す
。

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度「
第
１
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ

ス
発
表
会
」を
２
月
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
４
社
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
合
同

会
社
と
有
限
会
社
今
泉
貴
金
属
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

管理の行き届いた
シェアハウスを運営

宇都宮のシンボルを、
本物の素材でジュエリーに

合同プレス発表会で発表する市川代表

合同プレス発表会で発表する今泉社長

ゆったりくつろげる共有スペース

「ゴールドきぶなジュエリー」
（左がピンブローチタイプ、右がペンダントタイプ）

ネクストイノベーション
合同会社

有限会社
今泉貴金属

ネクストイノベーション合同会社

有限会社今泉貴金属

本社／宇都宮市陽東3-12-12

本社／宇都宮市仲町1-13

㈲今泉貴金属
代表取締役社長
今泉　一さん

https://nextdooryoto.wixsite.com/5555/

http://www.imaizumi-j.com

1090-1548-5926

1028-622-3573  5028-624-5010

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
hibusaw

a E
iichi 

　

Learn from
 that thought

「
渋
沢
栄
一
の
勉
強
法
」



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

4月
April

　　 MITOMAEBASHI
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　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るって
います。今回の取材を通じて感じたことは、緊
急事態にこそ真に企業の実力が問われること、
そしてテレワークや時間差出勤（フレックスタイ
ム）等は、ライフワークバランスに限らず、緊
急事態の際に有効な手段の一つである点です。今回の教訓を
生かしてテレワークの導入を進めておけば、今後起こり得る
緊急事態でも既存制度の運用を変更するだけで対応できます。
しかし、導入が難しい部分業種・業態もありますので、「でき
ることから始める」ことが重要だと思います。
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栃
木
県
中
央
公
園
は
、
宇
都

宮
市
の
中
心
街
に
位
置
す
る
緑

豊
か
な
都
市
公
園
で
、
4
つ
の

池
を
中
心
と
す
る
和
洋
折
衷

の
回
遊
式
庭
園
風
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
園
内
に
は
、
大
谷

石
づ
く
り
の
旧
商
工
会
議
所
の

遺
構
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
本
庭
園
む
つ
び
池
に
植
栽

さ
れ
て
い
る
、
明
仁
上
皇
よ
り

栃
木
県
へ
下
賜
さ
れ
た
絶
滅
危

惧
種「
ナ
ス
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
」

の
見
頃
に
合
わ
せ「
ナ
ス
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
」の「
鑑
賞
」会
を

開
催
し
ま
す
。
隣
接
す
る
博
物

館
の
講
師
に
よ
る
解
説
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

5
月
中
旬
頃

（
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

11
時
・
14
時

◎
参
加
費
用
・
事
前
予
約
と
も
に
不
要

で
す
。

【
会
場
】

栃
木
県
中
央
公
園　

日
本
庭
園

宇
都
宮
市
睦
町
2
-50

◎
開
門
時
間

5
時
～
20
時（
3
月
～
9
月
）、

5
時
30
分
～
18
時（
10
月
～
2
月
）

【
問
合
せ
】

栃
木
県
中
央
公
園
管
理
事
務
所

☎
0
2
8
-6
3
6
-1
4
9
1

U
RL

／https://t-chuokoen.jp

「ナスヒオウギアヤメ」の
鑑賞会を開催します

問合せ／（公財）前橋観光コンベンション協会　☎027-235-2211
URL／https://www.maebashi-cvb.com

大賞を受賞した「ビストロエンドウ」
のビーフシチュー

写真上／満開となったナスヒオウギアヤメ　写真右／初夏を迎えた日本庭園
写真左／ナスヒオウギアヤメの生態について解説する講師

　

前
橋
の
観
光
情
報
を
発
信
す
る

W
E
B
サ
イ
ト「
前
橋
ま
る
ご
と

ガ
イ
ド
」を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
他
に
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
も
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
に
な
り
、
季
節
や
ト
レ
ン
ド
に

合
わ
せ
た
前
橋
の
観
光
情
報
を
、

直
接
手
元
に
伝
え
る
サ
イ
ト
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
旬
な
情
報
や

周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
表
示
、

外
部
サ
イ
ト
と
の
連
携
な
ど
、
来

訪
者
の
利
便
性
の
向
上
や
観
光
消

費
の
拡
大
に
つ
な
が
る
機
能
な
ど

を
備
え
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
に
使
い
や

す
い
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
、
内
容

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

前橋観光コンベンション協会
ホームページ全面リニューアル！！

問合せ／水戸商工会議所・産業振興課　☎029-224-3315
URL／https://mito.inetcci.or.jp/gurumeten

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
都
宮
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
保
険
年
度
の
初
日（
４
月
１
日
）に
お
い

て
満
64
歳
以
上
で
あ
る
労
働
者
で
あ
っ
て
、

雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
と
な
っ
て
い

る
方

所
得
税
は
５
月
15
日（
金
）、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
は
５
月
19
日（
火
）と
な
り

ま
し
た
。

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご
家

族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険「
協
会
け

ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
令
和
2
年
度
の
健
康

保
険
料
率
は
現
在
の
９
・
92
％
か
ら
９
・

88
％
に
引
き
下
げ
と
な
り
、
介
護
保
険

料
率
は
現
在
の
１
・
73
％
か
ら
１
・

79
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

 　

詳
細
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
労
働
者
も
雇
用
保
険
の

適
用
対
象
で
す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
は
、
高
年
齢
労
働
者
※

に
関
す
る
雇
用
保
険
料
は
免
除
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
高
年
齢
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
他
の

雇
用
保
険
被
保
険
者
と
同
様
に
雇
用
保

険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の

消
費
税
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の

振
替
納
付
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
期

限
・
納
付
期
限
が
令
和
２
年
４
月
16
日

（
木
）に
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
申
告

1 

申
告
所
得
税

2 

個
人
事
業
者
の
消
費
税

令
和
２
年
度
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、 

す
べ
て
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
雇
用
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

申
告
所
得
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の

消
費
税
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　

水
戸
市
中
心
市
街
地
の
店
舗
を

対
象
に
し
た
人
気
投
票「
水
戸
ュ
ラ

ン
」。
今
回
は
、
ラ
ン
チ
を
提
供

し
て
い
る
店
舗
の
中
か
ら
お
気
に

入
り
の
店
に
投
票
し
て
も
ら
っ
た
。

計
２
、６
７
９
人
、
９
、２
２
８
票

の
中
か
ら
、
大
賞
１
店
舗
・
準
大

賞
２
店
舗
を
決
定
し
ま
し
た
。
大

賞
に
は
、「
ビ
ス
ト
ロ
エ
ン
ド
ウ
」、

準
大
賞
に
は「
カ
フ
ェ
リ
ン
」、「
カ

フ
ェ
ア
ル
コ
イ
リ
ス
」と
、
地
元
で

長
く
愛
さ
れ
る
お
店
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
３
店
舗
は
水
戸
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。
受

賞
記
念
の
特
別
サ
ー
ビ
ス（
５
月

末
ま
で
）も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

「水戸ュラン２０１９」あなたが選ぶ水戸まちなかグルメ店大賞

みんながお気に入りの「ランチのおいしいお店」が決定！

協会けんぽ
ホームページ

問合せ

協
会
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ん
ぽ
栃
木
支
部
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6- 
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9
2

問合せ
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都
宮
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0
3
6
9

（
自
動
音
声
#
21
）

1.73％ 1.79％

健　　康
保険料率

介　　護
保険料率

現　行 令和2年4月～

9.92％ 9.88％

（変更時期 : 令和 2年 4月納付分から）

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

※延長前の振替納付日：令和２年４月21日（火）

※延長前の振替納付日：令和２年４月23日（木）

令和2年5月15日（金）振替納付日（延長後）

令和2年4月16日（木）延長後の申告・納付の期限

確定申告納期等の区分

令和2年5月19日（火）振替納付日（延長後）

令和2年4月16日（木）延長後の申告・納付の期限

確定申告納期等の区分
問合せ
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